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認証米のＰＲ・販売促進
●伊佐米のテレビＣＭ
　　11 月から 1 ～２か月程度、「ＭＢＣ」と「ＫＴＳ」でテレビコマーシャルを放映し、「伊佐米」
　と「伊佐ブランド認証制度」をＰＲします。
●認証米ＰＲグッズ
　認証米の取扱いの目印として、店舗やイベントで次のＰＲグッズを設置します。

◆伊佐米キャラクターデザイン（認証米専用デザイン）

◆使用できる例
　①伊佐ブランド認証を受けた人が、自らの認証米のパッケージに使用する場合
　②学校等が、教育目的で使用する場合
　③報道機関が、報道または広報の目的で使用する場合
　④個人が、非営利目的で伊佐ブランドの広報に寄与する情報発信に使用する場合
　⑤国、地方公共団体等が広報等に使用する場合

　米を販売する際に使用できるイラストは、市がデザイナーと契約・制作した『認証米専用デザ
イン』2 種類（下記のカラー・白黒）です。これは「伊佐ブランド認証」を受けた人が使用可能で、
米の販売以外に使用することは原則できません。
※市の公認キャラクター「イーサキング」の公式イラスト 5 種類（公式ロゴ１種類）は、米の販
　売目的に使用することはできません。

「イーサキング」の認証米専用デザイン

ポスター

問い合わせ先　農政課伊佐ブランド推進係　　☎�１３１１○内　　２２４８

□ＰＲ・販売イベント□
★ 11 月１日～３日
　（鹿児島市内）　
　「伊佐新米まつり in

ドルフィンポート」

★ 11 月９日～ 10 日
　（菱刈農村公園）　
　「伊佐ふるさとまつり」

★ 12 月 13 日～ 14 日
　（東京都千代田区）　
　「伊佐収穫祭」東京（か
　ごしま遊楽館）

　 地 域 の 資 源 と 特 性 を 活 か し た 優 れ た 産 品 を 「 伊 佐 ブ ラ ン ド 」 と し て 認 証 す る 制 度 で す 。

　 Ｉ Ｓ Ａ 　 Ｂ Ｒ Ａ Ｎ Ｄ

のぼり旗

カラー 白黒
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　伊佐米は、県内一の生産面積と生産量を誇り、その品質、味ともに高
く評価されています。その中でも、土づくりから生産管理、収穫までを
記録し、「責任」と「誇り」を持って生産した「米」を、次の２種類の
基準で認証しています。

　通常の水稲栽培（慣行栽培）
に使用される農薬の量を抑え
て栽培した米

① 伊佐米

 「米」の認証基準

　通常の水稲栽培に使用される
農薬や化学肥料の量を半分以下
に抑えた栽培方法で自然環境に
やさしく、安全・安心な米

② 伊佐特選米

米の食味分析
　今年から食味分析計による測定を無料で行っています。測定希望の人は、菱刈庁舎農政課へ

「玄米」約 100 ｇを持参し、申請書にご記入ください。その場で測定します。
　測定では、①水分、②タンパク値、③アミロース値、④脂肪酸度、
⑤食味スコアを計ることができますので、おいしい米作りにお役立
てください。
※「伊佐ふるさとまつり」のイベント会場でも無料測定します。

　伊佐ブランド認証委員会において、認証品目ごとに設定する基準をクリアした場合に認証されます。
　認証された産品は、地域のイメージ向上と地場産業活性化のために、市が広くＰＲ活動を行い、消
費者に信頼される「伊佐の産品づくり」をサポートしていきます。
　現在は、「米」のみ認証されていますが、今後は対象産品を拡大していきます。

　 地 域 の 資 源 と 特 性 を 活 か し た 優 れ た 産 品 を 「 伊 佐 ブ ラ ン ド 」 と し て 認 証 す る 制 度 で す 。

このマークが目印このマークが目印

平成 25 年産米の認証者（敬称略）
■「伊佐米」認証　　　　11 件
　・㈱迫田興産　　・有留　廣秋　　・㈾神薗商店　　・南　利治　　・牛野　文雄
　・諏訪　健一　　・柏原　哲郎　　・興農産業㈱　　・長野　勇　　・坂元　剣
　・ＪＡ北さつま 伊佐農協水稲部会　

（ （

■「伊佐特選米」認証　　11 件
　・㈱やまびこの郷　　　　・平泉稲作振興会　　　・ファームかめわり
　・   農  エコファーム永池　　・宮ノ原　大　　　　　・堂園　隆之
　・鹿児島県立伊佐農林高等学校　　　　　　　　　・ＪＡ北さつま 県認証伊佐米推進部会
　・ＪＡ北さつま 針持こだわり米部会　　　　　   　 ・ＪＡ北さつま 味楽来部会
　・ＪＡ北さつま 楽農園部会

鹿児島県伊佐市

伊佐ブランド認証伊佐ブランド認証

認証第　　　　号

伊佐米

鹿児島県伊佐市

伊佐ブランド認証伊佐ブランド認証

認証第　　　　号

伊佐特選米

　
　
　
　

　
伊佐ブランド認証米
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伊佐市市制５周年記念式典開催
　伊佐市は、合併してから５周年を迎えます。
　伊佐市の更なる発展を目指し、市民の皆さまと共にお祝いしましょう。
皆さまの来場を心よりお待ちしています。
日　　時　11 月９日（土）　オープニング 13 時　開会 13 時 30 分
会　　場　伊佐市文化会館大ホール
内　　容　○いさ太鼓まつり実行委員会による太鼓演奏
　　　　　○市制５周年功労者表彰
　　　　　○市民憲章発表
　　　　　○市内小学５年生児童の合唱による市歌発表
問い合わせ先　総務課行政係　　　　☎�１３１１○内　　１１１４

農業者年金制度 担 い 手積立年金
　農業者年金は、農業者がより良い老後生活を過ごすことができるように国民年金に上乗せした公的
年金制度です。国民年金の第１号被保険者で、年間 60 日以上農業に従事する 60 歳未満の人であれば、
誰でも加入できる積立年金です。より安定した老後のため、ぜひ加入されるようお勧めします。

農業者年金を受給するには

⑴少子高齢化社会に強い年金です
　自分が納めた保険料とその運用収入を基に年
金額が決まる積立方式の年金です。
⑵保険料の額は自由に決められます
　自分が必要とする年金額に応じて、月額 20,0
00 円から 67,000 円まで千円単位で自由に選択
できます。農業経営の状況や老後設計に応じて、
いつでも見直すことができます。
⑶終身年金で 80 歳までの保証付きです
　年金は生涯支給されます。仮に加入者・受給
者が 80 歳前に亡くなった場合でも 80 歳までに
受け取れるはずであった農業者老齢年金の現在
価値に相当する額が、死亡一時金として遺族（一
定要件を満たした者）に支給されます。
⑷税制上の優遇措置が受けられます
　支払った保険料全額が社会保険料控除の対象
となり、所得税・住民税の節税につながります。
⑸保険料の国庫補助制度があります
　認定農業者で青色申告をしている等、農業の
担い手となる人には、国から月額最高 10,000 円
の保険料補助があります。（年齢や所得制限が
あります。）

農業者年金のメリット

【旧制度農業者年金】
○経営移譲年金
　自分名義または借入農地を後継者または第三
者に譲渡、貸付して農業経営から引退した場合
に受給できます。
○農業者老齢年金
　農業経営から引退しない場合で、65 歳から受
給できます。

【新制度農業者年金】
○特例付加年金
　新制度の保険料の国庫補助（政策支援）を受
けていた人が、保有している農地や農業施設を
後継者や第三者に譲渡、貸付して農業経営から
引退したときに受給できます。
○農業者老齢年金
　新制度の保険料を納めた人が、65 歳から受給
できます。60 歳からの繰上げ請求も可能です。

問い合わせ先　農業委員会　　　☎�１５７１

農業に従事する人

ならどなたでも

加入できます。

いいわね！
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問い合わせ先　市健康増進課健康推進係　　　　☎�１３１１○内　　１２１７

平成 25年度　結核検診（レントゲン間接撮影）
　平成 25 年度結核検診（レントゲン間接撮影）を次の日程で行います。65 歳以上の人（昭和 24 年４月１日
までに生まれた人）が対象になります。受診票がなくても当日受診でき、受診料は無料です。	
　なお、10 月に実施した肺がん検診を受診した人は、結核検診を受診する必要はありません。
　レントゲン車は日程表の通り巡回しますので、受診する人は時間を厳守してください。

　当日は、金具・ボタンのついていない衣服（トレーナー・Ｔシャツ等）でお越しください。

結核検診（レントゲン間接撮影）日程表
日付 場所 時間

11
月
7
日
（
木
）

 伊佐市役所（大口庁舎）中庭     9:00 ～       9:20
 原田（深渡瀬ミヨ子様宅）     9:30 ～       9:40
 薬師公民館     9:50 ～ 10:00
 重留南集落センター 10:10 ～ 10:20
 下名集会施設 10:30 ～ 10:40
 麓後集会施設 10:50 ～ 11:00
 前目麓営農研修センター 11:10 ～ 11:20
 大山酒造前 11:30 ～ 11:40
 旧ＪＡ伊佐川南出張所 13:10 ～ 13:20
 小川添公民館 13:30 ～ 13:40
 南永校区コミュニティセンター 13:50 ～ 14:00
 柳野三叉路 14:10 ～ 14:20
 楠原集会施設 14:30 ～ 14:40
 岩坪営農研修センター 14:50 ～ 15:00

11
月
８
日
（
金
）

 城下公民館     9:00 ～       9:10
 下荒田公民館     9:20 ～       9:30
 荒田下バス停留所前     9:40 ～       9:50
 比良地区集会施設 10:00 ～ 10:10
 場ノ木ゴミ収集所前 10:20 ～ 10:30
 青木元地区教育集会所 10:40 ～ 10:50
 本城地区集会施設 11:00 ～ 11:10
 瓜之峰公民館 11:20 ～ 11:30
 湯之尾校区集会施設 11:40 ～ 11:50
 共進地区教育集会所 13:10 ～ 13:20
 築地集会施設 13:30 ～ 13:40
 荒瀬多目的集会施設 13:50 ～ 14:00
 山下・鵜泊青少年会館 14:10 ～ 14:20
 猶原地区集会施設 14:30 ～ 14:40
 平沢津集落集会施設 14:50 ～ 15:00

11
月
11
日
（
月
）

 旧中央公民館跡（西冨士横）     9:00 ～       9:10
 旧大田グラウンドゴルフ場     9:20 ～       9:30
 春村公民館     9:40 ～       9:50
 小木原上中公民館 10:00 ～ 10:10
 上林商店倉庫（旧農協郡山出張所） 10:20 ～ 10:30
 渕辺三叉路 10:40 ～ 10:50
 旧伊佐農協平出水支所 11:00 ～ 11:10
 平出水上公民館 11:20 ～ 11:30
 平原（安田茂様宅下） 11:40 ～ 11:50
 猩々公民館 13:20 ～ 13:30
 井立田（井立田律子様宅横） 13:40 ～ 13:50
 小川内公民館 14:05 ～ 14:15
 元町第一駐車場 14:30 ～ 14:40

日付 場所 時間

11
月
15
日
（
金
）

 田中中公民館     9:00 ～       9:10
 田中上集会施設     9:20 ～       9:30
 徳辺下集落センター     9:40 ～       9:50
 楠本集会施設 10:05 ～ 10:15
 新川集落センター 10:30 ～ 10:40
 小路集会施設 10:50 ～ 11:00
 徳辺上集落センター 11:10 ～ 11:20
 ひまわり館 11:30 ～ 11:40
 産野集会施設 13:10 ～ 13:20
 田中ふるさと館 13:30 ～ 13:40
 ＪＡ北部支所前 13:50 ～ 14:00
 前目公民館 14:10 ～ 14:20
 菱刈総合保健福祉センター（まごし館） 14:30 ～ 14:50

11
月
18
日
（
月
）

 山ノ口三又路     9:00 ～       9:10
 木ノ氏公民館     9:20 ～       9:30
 一ノ渡瀬（赤池弘徳様宅前）     9:40 ～       9:50
 笹野（市野瀬武経様宅） 10:00 ～ 10:10
 鉱業所事務所前 10:20 ～ 10:30
 白ヶ谷 ( 永野商店前） 10:40 ～ 10:50
 牛尾公民館 11:00 ～ 11:10
 小木原中公民館 11:20 ～ 11:30
 尾之上公民館 13:10 ～ 13:20
 石井公民館 13:30 ～ 13:40
 旧布計駅跡地 13:55 ～ 14:10
 山野基幹集落センター 14:25 ～ 14:35
 山野中学校 14:45 ～ 14:55

11
月
19
日
（
火
）

 山之口 ( 三宅茂己様宅前）     9:00 ～       9:10
 羽月地区公民館     9:20 ～       9:30
 北さつま農協駅前支所     9:40 ～       9:50
 下ノ木場 ( 帖佐商店横） 10:00 ～ 10:10
 馬渡公民館 10:20 ～ 10:30
 羽月西青少年センター 10:40 ～ 10:50
 宮人公民館 11:00 ～ 11:10
 八代公民館 11:20 ～ 11:30
 堂崎広報研修館 13:10 ～ 13:20
 金波田公民館 13:30 ～ 13:40
 大島南公民館 13:50 ～ 14:00
 元町団地内 ( 大口） 14:10 ～ 14:20
 大口元気こころ館（多目的ホ－ル前） 14:30 ～ 14:50

11
月
14
日
（
木
）

 下目丸公民館     9:00 ～       9:10
 北さつま農協東支所     9:20 ～       9:30
 多々良石公民館     9:40 ～       9:50
 上青木東バス停 10:00 ～ 10:10
 上青木中公民館下 10:20 ～ 10:30
 上市山集会施設 10:40 ～ 10:50
 東市山集会施設 11:00 ～ 11:10
 下市山集会施設 11:20 ～ 11:30
 戸切（旧小田原ストアー駐車場） 13:10 ～ 13:20
 篠原公民館 13:30 ～ 13:40
 上目丸 ( 西恒良様宅前） 13:50 ～ 14:00
 水ノ手公民館 14:10 ～ 14:20
 永尾 ( 鹿児島トヨペット駐車場） 14:30 ～ 14:40
 花北営農研修センター 14:50 ～ 15:00

日付 場所 時間

11
月
12
日
（
火
）

 下手上多目的集会施設     9:00 ～       9:10
 下手下集会施設     9:20 ～       9:30
 下殿公民館     9:40 ～       9:50
 北さつま農協曽木支所 10:00 ～ 10:10
 川西公民館 10:20 ～ 10:30
 針牟田（宮下勝治様宅前） 10:40 ～ 10:50
 西太良地区コミュニティセンター 11:00 ～ 11:10
 荻原公民館 11:20 ～ 11:30
 山神公民館 13:10 ～ 13:20
 田代公民館 13:30 ～ 13:40
 釘野々公民館 13:50 ～ 14:00
 堂山公民館 14:10 ～ 14:20
 田原公民館 14:30 ～ 14:40
 針持青少年センター 14:50 ～ 15:00

11
月
13
日
（
水
）

 ドラッグストアモリ大口店     9:00 ～       9:10
 浜里公民館     9:20 ～       9:30
 木崎自治会館     9:40 ～       9:50
 園田公民館 10:00 ～ 10:10
 鳥巣上公民館（旧農協鳥巣出張所） 10:20 ～ 10:30
 富士福祉館 10:40 ～ 10:50
 白木農村公園 11:00 ～ 11:10
 羽月北小学校 11:25 ～ 11:30
 辺母木公民館 13:10 ～ 13:20
 田代（溝口民哉様宅） 13:30 ～ 13:40
 川岩瀬公民館 13:50 ～ 14:00
 湯ノ谷公民館 14:00 ～ 14:20
 大口元気こころ館（多目的ホ－ル前） 14:30 ～ 14:50
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行政からのお知らせ

伊佐市議会
意見交換会（報告会）
　市議会では、市民の皆さまに議会の役割
や活動内容等を直接お知らせして理解を深
めていただくとともに、地域の諸課題等に
ついて意見交換を行うことにより、身近で
開かれた議会となるよう意見交換会（報告
会）を開催します。
　お住まいの校区にかかわりなく、どの会
場でも参加できます。
時　　間　19 時～（２時間程度）

問い合わせ先　伊佐市議会事務局
☎�１３３５

期　日 会　場

11 月 11 日（月）
 ほしがみね館

 羽月北小学校体育館

11 月 12 日（火）
 大口元気こころ館

 本城校区集会施設

11 月 13 日（水）
 山野基幹集落センター

 湯之尾校区集会施設

11 月 14 日（木）
 平出水青少年センター

 針持青少年センター

11 月 15 日（金）
 羽月地区公民館

 田中校区集会施設

11 月 18 日（月）
 牛尾校区青少年センター

 南永校区コミュニティセンター

11 月 19 日（火）
 羽月西青少年センター

 西太良地区コミュニティセンター

11 月 20 日（水）  まごし館会議室

自治体情報

ピッ

　「自治体情報」を選択すると、市からの
お知らせやイベント情報などがわかります。
※詳しい操作方法は、「広報いさ」６月１日号をご覧ください。
　問い合わせ先　総務課広報係

☎�１３１１○内　１１１６

ピッＭＢＣのチャンネルで　　　ボタンを　　　！

全国一斉強化月間

「女性の人権ホットライン」
　夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為、その他、女性を
めぐる人権問題でお困りの人は、ひとりで
悩まずにお電話ください。
期　　間　11 月 18 日（月）～ 24 日（日）
時　　間　平日：8 時 30 分～ 19 時
　　　　　土日：10 時～ 17 時
電話番号　☎０５７０・０７０・８１０
　　　　　「女性の人権ホットライン」　
※通話料が 180 秒につき、およそ 8.5 円かかります。
相 談 員　法務局職員及び人権擁護委員が相談に応じ、
　　　　　秘密は厳守されます。
問い合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課

☎０９９・２５９・０６８４

不法投棄防止
11 月は強化月間

　県では、産業廃棄物の不法投棄等
の根絶を図るため、毎年 11 月を「不
法投棄防止強化月間」と定めていま
す。期間中は、不法投棄防止の啓発
活動や不法投棄防止パトロール等を
強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この
機会に一人ひとりが、「不法投棄を
しない。させない。ゆるさない。」
という意識を持ち、不法投棄のない
住みよい地域をつくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見した
ら、問い合わせ先に連絡ください。
問い合わせ先
県庁廃棄物・リサイクル対策課

☎０９９・２８６・３８１０
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秋季火災予防運動

問い合わせ先　
伊佐湧水消防組合大口消防署　　☎�０１１９
伊佐湧水消防組合菱刈分遣所　　☎�００８５
総務課交通消防防災係　

　　☎�１３１１○内　　１１１８

　秋季火災予防運動に伴い、次の日程のとおり
訓練と幼年消防クラブ員等による防火パレード
を行います。訓練時はサイレン吹鳴及び、消防
自動車がサイレンを鳴らして走りますので、火
災とお間違えのないようにご注意ください。

■訓練日程
○ 11 月   9 日（土）   
　  18 時 30 分　大口校区の一部、牛尾校区
　  19 時 30 分　山野・平出水校区
○ 11 月 10 日（日）  
　  18 時 30 分　大口校区の一部、大口東・田中
　　　　　　　校区
　  19 時 30 分　菱刈・湯之尾校区、川南・徳辺
　　　　　　　地区
○ 11 月 11 日（月）   
　  18 時 30 分　羽月・羽月西校区、下手地区
　  19 時 30 分　曽木・針持・本城（川南を除く）
　　　　　　　校区
※赤字の校区（地区）では、サイレン吹鳴を行
　います。

■防火パレード
日　　時　11 月 12 日（火）
　　　　　10 時～ 11 時　
※雨天時は中止
会　　場　大口ふれあいセンター前広場

　昨年、国内で飼い犬が散歩中に首輪から抜
け、近くにいた高齢者を咬んで死亡させてし
まう悲惨な事故が発生しました。さらに今年、
隣国の台湾で飼い犬の狂犬病感染・発症が確
認されました。
　このことから飼い犬の事故、狂犬病の発生
を未然に防ぐため、次の指導事項を参考に、
犬の所有者は飼育管理を改めて確認してくだ
さい。

①大型犬から小型犬にかかわらず、人に対
　する危害防止のため、敷地内で飼育して
　ください。
②オリ等の飼育施設を要する場合は、適当
　な広さの施錠可能なオリ等とし、幼児等 
　が容易に近づいて開けられない構造で設
　置してください。
③所有者は、突発的な事故を防止するため、
　飼育施設及び首輪、犬を繋ぐ器具等に欠
　陥がないか、常に点検を行うようにして
　ください。
④所有者は、飼い犬が粗暴にならないよう
　適度な運動をさせるなど、日頃から適正
　な管理に努めてください。
⑤飼い犬を運動させるときには、危険防止
　のために他人と必要な距離を保ち、制御
　できる人がこれを行うようにしてくださ
　い。
⑥雌の飼い犬は、妊娠中から出産後、粗暴
　になりやすいので、人が近寄らないよう
　に監視及び管理を十分にしてください。
⑦所有者は、飼い犬が咬傷事故を起こした
　際には、速やかに、大口保健所に届け出
　るようにしてください。
⑧飼い犬の登録と狂犬予防注射は、全ての
　犬が対象です。

犬の所有者に対する指導事項

問い合わせ先　
環境政策課環境保全係　            ☎�１０６０

飼い犬の飼育管理

今年度の標語

『 消すまでは　心の警報　ON のまま 』

11
９ 15～

期　間

土 金
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　9 月 21 日、国際ソロプチミスト大口伊佐の認証
10 周年記念第 6 回チャリティ落語会が開催されま
した。落語会に先立ち、春風亭柳之助さんのふるさ
と大使任命式が行われ、市長から伊佐の特産品と法
被が手渡されました。落語会では、春風亭柳之助さ
んの落語のほかに、鏡味味千代さんによる太神楽が
披露され、会場を沸かせました。
　国際ソロプチミスト大口伊佐では、現在約 20 人
で社会奉仕活動を行っています。今後も皆さまのご
支援ご協力をよろしくお願いします。

　10 月 13 日、伊佐市陸上競技場で
「伊佐市民体育祭」が開催されました。
　秋晴れの絶好のスポーツ日和とな
り、各校区等から選ばれた選手たち
は、19 種目の競技で熱戦を繰り広
げました。
　成績は、次のとおりです。
総合優勝　　　羽月校区
準優勝　　　　田中校区
第３位　　　　曽木校区

伊佐市出身の落語家　春風亭柳之助さんをふるさと大使に任命

伊佐市民体育祭５th
伊佐市・市制５周年
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　九州サッカーリーグで悲願の優勝を果たし
たヴォルカ鹿児島の選手や監督、その関係者
ら８人が、10 月 3 日に優勝報告のため市役
所を訪れました。
　市役所では、大口小学校児童や市職員が優
勝を祝した横断幕を掲げ、選手とともに優勝
の喜びを分かち合いました。
　激励品として市長から伊佐の特産品、イー
サキングから伊佐米を贈られた選手たちは、
突然の歓迎に驚いた様子でしたが、祝福の声
に照れた笑顔で応えました。
　選手は、11 月８日から行われる全国地域
サッカーリーグ決勝大会へ向け練習に励んで
います。
　これからも応援しましょう。「ＪＦＬ昇格
をめざして、頑張れヴォルカ！」

　9 月 22 日、鹿児島県警察本部と伊佐警察
署主催の「あんぜんあんしんフェア in 伊佐」
が、伊佐市文化会館で行われました。
　これは、警察や各種団体の活動を紹介し、
市民の安全安心に対する関心と理解を深める
ために行われたものです。
　屋外での白バイ走行演技や警察犬の実演を
はじめ、ステージでは警察音楽隊の演奏や伊
佐のゆるキャラ紹介などがあり、子どもから
大人まで幅広い年齢の来場者で賑わいました。

ヴォルカ鹿児島優勝報告

あんぜんあんしんフェア in 伊佐

　祁答院エミ子さん（西水流・73 歳 )
○立幅跳　　金メダル
○砲丸投　　銀メダル
　おめでとうございました。

全国障害者スポーツ大会出場
（10 月 12 日～ 14 日　東京都）

　10 月５日、菱刈農業者トレーニングセンターにおいて、県際交流促進のための親善剣道大会
が行われました。小学生から高校・一般の部まで両市を代表する 18 人の対抗戦で試合は進み、
大将戦は例年通り、両市の市長が対戦しました。
　「伊佐の金山」と「人吉城」を奪い合った大将戦は、５年連続の引き分けに終わりました。

第５回伊佐市・人吉市
親善剣道大会
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　10 月５日、自衛隊退職者を中心とした全
国組織「隊友会伊佐支部」の皆さんにより、
伊佐市陸上競技場入口に展示してある航空自
衛隊ジェット練習機と周辺敷地のボランティ
ア清掃作業が行われました。
　早朝小雨が降る中、ブラシや雑巾を使って
機体の汚れを落とし、敷地の草払いを行いま
した。大変きれいになりました。ありがとう
ございました。

ジェット機ボランティア清掃

　警察官の福利厚生などを支援している「Ｊ
Ｐ生きがい振興財団」は、地域の防犯や交通
安全に貢献したとして、大口山野の古里秀人
さん（65 歳）に「地域安全功労賞」を授与
しました。
　古里さんは、青パト隊隊長としての活動や
登下校路に防犯カメラを設置するなどの地域
防犯活動が評価され受賞されました。
　今年は、全国で 21 人に贈られています。

「地域安全功労賞」

　10 月 2 日、地域の農業を維持・発展させること
を目的に集落営農推進大会が、菱刈環境改善センタ
ーで開催されました。
　大会は、講師に長野県から「田切農産」代表取締
役の紫芝勉氏を招き、基調講演とパネルディスカッ
ションが行われました。
　地元からパネリストとして参加した、農事組合法
人下市山の政元愛人さんと農事組合法人エコファー
ム永池の園田辰雄さんは、それぞれの取り組みにつ
いて発表しました。

集落営農推進大会開催　～みんなで創る  いきいき集落営農～

　９月 24 日、大口元気こころ館に姶良伊佐地区の
救命救急士約 50 人が集まり研修会を行いました。
　今年は、なかむら産婦人科（大口上町）の清水川
助産師を講師に招き、妊娠・分娩の基礎知識や病院
外での緊急出産の対処法について学びました。
　実技指導の前には、研修会のサポートに駆けつけ
ていた近隣産婦人科の助産師らによる寸劇もあり、
緊迫した状況設定にユーモアを交えながら披露され、
緊張した会場もリラックスした雰囲気で有意義な研
修会となりました。

救命救急士研修会「助産師に学ぶ」



　羽月西校区コミュニティ協議会では、昨年 12 月の冬休みに児童クラブを
発足しました。「児童クラブが無ければ、引っ越ししなければならない」そ
んな悲痛な声を聞き児童クラブを発足させたのは、地域の中心である羽月西
小学校の存続はもちろん、校区を衰退させてはならない、そんな思いからで
した。平成 23 年度に行った校区まちづくり会議、小学生児童を持つ親の悩
みとして出されたのは、「放課後や長期休みの間、校区内に子どもたちを預
かってもらえる施設がなく、働きながら子育てをする場所としては適さない」
というものでした。民間でも公共でも受止められなかった地域の声を受け、
市内の他の校区を参考に取り組んだのがこの「羽月西児童クラブ」でした。
　現在、羽月西小学校の児童数は 12 人、内 10 人が児童クラブに入り、放課
後や土曜日、長期休みを地域の中で過ごしています。小学校のランチルーム
を利用し、スタッフ３人体制で運営している私たちの児童クラブですが、子
どもたちは、勉強や読書、遊びなどで毎日楽しく過ごしているようです。も
ちろんスタッフも愛情を持ち、時に優しく、時には厳しく児童に接しています。
　４月からは毎月 1 回の地域体験活動実施が始まっており、児童クラブの子
どもたちはもちろん地
域の大人も加わり、地
域ぐるみの子育てが始
まっています。
　（校区役員Ｍさん談）

　　羽月西校区文化祭＆黒豚まつり
日　時　11 月 3 日（日）9 時～ 14 時
内　容　ウォーキング大会・黒豚販売・　
　　　　参加型アトラクションなど
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り
ま
す
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
暴
言
を
吐
き
立
ち
去
っ
た
。

【
菱
刈
徳
辺
】

　
９
月
30
日
、
白
い
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
っ

た
業
者
が
「
こ
の
度
、
移
動
販
売
を
す

る
こ
と
に
な
り
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
う

た
め
、
挨
拶
に
お
伺
い
し
ま
し
た
」
と

高
齢
者
宅
を
訪
ね
て
日
用
品
を
配
り
、

そ
の
後
、
別
の
商
品
も
見
て
も
ら
い
た

い
と
倉
庫
へ
送
迎
、
高
額
な
温
熱
治
療

器
を
販
売
し
３
人
が
契
約
し
た
が
、
不

審
に
思
っ
た
知
人
が
警
察
に
通
報
し
て

解
約
で
き
た
た
め
被
害
は
な
か
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
引
換
券
な
ど
で
誘
わ
れ
て
も
、
安
易

　
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
行
か
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
会
場
に
行
っ
て
も
、
必
要
で
な
い
も

　
の
は
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
契
約
し
た
場
合
は
、
契
約
書
を
受
け

　
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
は
ク

　
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
解
除
）
が

　
で
き
ま
す
。

　
毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
！
」
期

間
で
す
。
配
偶
者
や
交
際
相
手
等
か
ら

暴
力
を
受
け
て
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
暴
力
は
、
な
ぐ
ら
れ
る
・
け
ら
れ
る
・

叩
か
れ
る
等
の
身
体
暴
力
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
怒
鳴
ら
れ
る
・
無
視
さ
れ

る
・
生
活
費
を
渡
し
て
も
ら
え
な
い
な

ど
の
精
神
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
も
暴

力
に
な
り
ま
す
。

暴
力
を
受
け
て
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
へ

　
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
員
が
あ
な
た
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

被
害
を
受
け
て
い
る
人
の
身
近
に
い
る

あ
な
た
へ

　
悩
ん
で
い
る
人
が
あ
な
た
の
身
近
に

い
た
ら
、
相
談
・
支
援
す
る
機
関
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

○
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
３
０

　
9
時
～
17
時
（
火
曜
：
20
時
ま
で
）

　
月
曜
：
休
み

○
鹿
児
島
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
　

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

▲訪問販売お断りシール差し上げます。必要な人は、
　地域振興課（大口庁舎）までお越しください。

☎
０
９
９
・
２
２
２
・
１
４
６
７

　
月
～
水
・
金
曜
：
8
時
30
分
～
17
時

　
木
曜
：
8
時
30
分
～
20
時

　
日
曜
：
9
時
～
15
時

○
鹿
児
島
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画

　
課
　
☎
０
９
９
・
２
０
６
・
０
１
１
０

○
伊
佐
警
察
署
　
　
　
☎
�
０
１
１
０

○
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
２
８

○
女
性
サ
ロ
ン
室

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
水
曜
：
13
時
30
分
～
16
時

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
11
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

催
眠
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
６

④
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取

　（
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
）

⑤
流
行
し
て
き
た
ら
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
風
邪
と
は
異
な
る
注
意
が
必

要
な
「
感
染
症
」
で
す
。
早
め
の
予
防
と
、
症
状
が
出
た
ら
早

期
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

対
象
者
　
※
対
象
者
の
年
齢
基
準
日
は
12
月
31
日
　
　

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
で
伊
佐
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

　
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

　
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　
定
め
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
期
限
　
平
成
26
年
1
月
15
日
（
水
）

実
施
場
所
　
市
内
の
各
医
療
機
関

接
種
費
用

　
各
医
療
機
関
の
接
種
料
金
か
ら
市
の
助
成
（
１
人
に
つ
き
１

回
１
、０
０
０
円
）
を
差
し
引
い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
接
種
料
金
は
、
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
診
票
　

　
対
象
者
①
は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま
し
た
。
　
　

　
対
象
者
②
は
、
直
接
医
療
機
関
に
申
し
込
ま
れ
た
後
に
、
予

診
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
の
病
院
以
外
で
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
医
師

　
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

インフルエンザ
予防接種について

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経

路
は
、
感
染
し
た
人
の
せ
き
や

く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
る
ウ
イ
ル

ス
の
飛
沫
感
染
と
、
ウ
イ
ル
ス

が
付
着
し
た
も
の
を
さ
わ
っ
た

手
で
、
口
、
鼻
、
目
の
粘
膜
を

さ
わ
る
こ
と
で
感
染
す
る
接
触

感
染
が
あ
り
ま
す
。

　
例
年
、
寒
く
空
気
が
乾
燥
す

る
12
月
下
旬
～
3
月
に
流
行
し

ま
す
。

　
感
染
力
が
強
く
、
38
℃
以
上

の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど

の
全
身
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
普
通
の
か
ぜ
症
状
の

咳
や
鼻
汁
、
の
ど
の
痛
み
な
ど

も
見
ら
れ
ま
す
。
　
　
　

　
小
児
で
は
ま
れ
に
急
性
脳
症

を
、
高
齢
者
や
免
疫
力
の
低
下

し
て
い
る
人
は
肺
炎
を
併
発
す

る
な
ど
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
重

篤
な
合
併
症
や
死
亡
を
予
防
し
、

健
康
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る

た
め
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
効
果

　
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
「
絶
対

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら

な
い
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
最
も
大
き
な
効
果

は
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
の
は
、

接
種
し
た
（
小
児
の
場
合
は
2

回
接
種
）
２
週
間
後
か
ら
５
か

月
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
時
期

　
効
果
が
出
る
ま
で
に
、
２
週

間
程
度
か
か
る
こ
と
か
ら
、
12

月
中
旬
ま
で
に
受
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
の
予
防
法

①
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

②
外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い

③
適
度
な
湿
度
の
保
持

　（
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の

　
ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低

　
下
す
る
た
め
）
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レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

さといも入り
おはぎ

〈作り方〉　
①もち米はといでおく。さといもは皮をむき、
　小さめの乱切りにする。
②炊飯器の釜にもち米、水とさといもを入れ
　て炊きあげる。
③炊けたらボウルに移し、すりこぎでさとい
　もを混ぜ込むようにつく。
④③を小さめの団子（おはぎ）と大きめの団
　子（きなこ）、各人数分を丸める。あんも
　同様に丸める。
⑤あんで小さめの団子を包んで、大きめの団
　子であんを包み込んで、きな粉をまぶす。

「ふっくらした食感がたまらない」生
Vol.37

〈材　料〉４人分
もち米　　２カップ　　　　水　　２カップ
さといも　200 ～ 300g　　    あん　400g
きな粉　　適量

　
東
日
本

大
震
災
で

被
災
し
た

Ｊ
Ｒ
気
仙

沼
線
（
柳

津
駅
か
ら

気
仙
沼
駅

ま
で
）
の

不
通
と
な

っ
た
区
間

を
鉄
道
の
代
わ
り
に
運
行
し
て

い
る
、
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
専
用
道
路
が
、

９
月
５
日
か
ら
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
バ
ス
は
、
線
路
を
舗

装
し
た
専
用
道
と
一
般
道
を
走

行
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼

線
は
震
災
前
よ
り
通
学
に
利
用

す
る
学
生
が
多
く
、
今
回
の
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
よ
っ
て
バ
ス
の

利
用
者
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
通

勤
通
学
時
間
に
発
生
し
て
い
た

渋
滞
も
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
１
日
に
は
、
新

し
い
交
流
の
拠
点
と
し
て
南
三

陸
町
観
光
協
会
が
管
理
運
営
す

る
「
南
三
陸
ポ
ー
タ
ル
セ
ン

タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

早
速
、
10
月
５
日
か
ら
10
月
19

日
の
期
間
に
開
催
さ
れ
た
「
南

三
陸
お
ら
ほ
の
学
園
祭
２
０
１

３
」
で
は
、
ま
ち
全
体
を
一
つ

の
学
校
に
見
立
て
、
南
三
陸
で

特
技
や
得
意
な
こ
と
を
持
っ

た
「
人
」
を
「
部
長
」
と
呼
び
、

期
間
中
ま
ち
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
「
部
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
部

活
動
が
多
く
あ
り
、
活
気
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
高
台
の
造
成
工

事
や
施
設
整
備
等
の
復
興
が
、

よ
う
や
く
形
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
　（
上
田
恒
静
）

▲専用道路を運行する BRT

▲南三陸ポータルセンター 



日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

児  童 一  般
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間
火 ～ 土：９時～ 18 時
日・祝日：９時～ 17 時

　元気なかわいいこやぎ、
ハイジとペーターは、い
たずらが大好き。迷い込
んだ家でも、２匹はずい
ぶん派手にいたずらをし
てしまいました。２匹は
大好きなおばあさんに許
してもらえるでしょうか。
　

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

　家業の「アロワナ書
店」で名ばかりの店長
となったハッコウ。ハ
ッコウのいとこで、六
本木ヒルズの IT 企業
に勤める昼田。書店の
危機に、２人はゆっく
り立ち上がる…。

にひきのいたずらこやぎ　松居スーザン（作）、出久根育（絵）

（出版：佼成出版社） （出版：講談社）

昼田とハッコウ　山崎ナオコーラ

【　児　童　】
つぎはわたしのばん いもとようこ
そんなときどうする？ モーリス・センダック
ちょうちょ 松田奈那子
まちのじどうしゃレース たしろちさと

【　一　般　】
とっぴんぱらりの風太郎 万城目学
スナックちどり よしもとばなな
お伊勢ものがたり 梶よう子
偸盗の夜 澤田ふじ子

【イベント情報】
海音寺潮五郎展示会
期　間　11 月 22 日（金）～ 12 月 5 日（木）
場　所　大口ふれあいセンター 1 階	
内　容　海音寺潮五郎作品や写真を展示します。
ふれあいメルヘンひろば
日　時　11 月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
海音寺潮五郎記念　「海潮忌・文学フェスティバル」
日　時　11 月 30 日（土）13:00 ～				  
場　所　大口ふれあいセンター 3 階多目的ホール	
※詳しい内容はＰ 16 をご覧ください。

○

【図書館へ献本】
新薗眞智子さん　（下目丸）
永山保雄さん　　（尾之上）

秋の読書週間
（10月27日～11月９日）

【11 月の図書館カレンダー】

○
○

おはなしボランティア

子どもとお話の世界

を楽しみたい人なら

どなたでも

募集中！
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伊佐市からのお知らせ

「燃えろ！ヴォルカ」通信 vol.8

パブロヤン　フェレイラ
PABLOYAN　FERRIRA

生年月日　　平成 6 年８月 30 日
身長　　　　174cm
体重　　　　73kg
出身地　　　ブラジル
ポジション　FW

選手・スタッフ紹介

　メッセージ　ヴォルカに入団したとき快く自分を受け入れてく
れたファンの皆さんありがとう。これからの試合も出られるように頑
張る、その上でゴールを決めて勝ち続けられるように頑張ります。

ヴォルカ鹿児島
モバイルサイト

後援会会員募集中！

―伊佐市は、ヴォルカ鹿児島を応援しています―

10

お
知
ら
せ

　
検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
い

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
「
検
察
審
査
員
」
の

候
補
者
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
人
名
簿
の

中
か
ら
無
作
為
に
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
検
察
審
査
員
候
補
者
（
４
０
０

人
）
の
中
か
ら
、
44
人
が
検
察
審
査
員
及
び

補
充
員
に
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
任
期
は
６
か
月
間
で
、
会
議
に
出
席
す
る

と
、
旅
費
日
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
１
９

日
　
　
時
　
11
月
16
日
（
土
）

場
　
　
所
　
伊
佐
市
文
化
会
館

◆
子
ど
も
会
大
会
・
創
作
活
動
大
会

時
　
　
間
　
８
時
45
分
～
12
時

内
　
　
容

▽
子
ど
も
会
大
会「
子
ど
も
会
活
動
発
表（
大

　
口
東
、
羽
月
西
、
本
城
校
区
）」

▽
創
作
活
動
大
会
「
自
分
だ
け
の
た
こ
を
作

　
っ
て
空
高
く
あ
げ
て
み
よ
う
！
」

◆
青
少
年
健
全
育
成
大
会

時
　
　
間
　
13
時
～
16
時

内
　
　
容
　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
風
街
楽
団
、
平
出
水
小

　
学
校
児
童
・
保
護
者

○
活
動
発
表
　
大
口
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ッ
ズ
い
さ

　
専
門
医
が
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

日
　
　
時
　
11
月
28
日
（
木
）
13
時
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
保
健
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
山
口
）

☎
�
５
１
０
３

精
神
保
健
福
祉
無
料
相
談

検
察
審
査
員
候
補
者
の
選
定
に
ご
協

力
を
!!

平
成
25
年
度
子
ど
も
会
大
会
・
創
作

活
動
大
会
及
び
第
５
回
青
少
年
健
全

育
成
大
会

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
い
い
日
、
い
い
日
」

に
か
け
て
11
月
11
日
を
「
介
護
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
に
対
す
る

課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
た
め
、
介
護
に
携

わ
る
人
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
暮
ら
す
一
人

と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
介
護
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
は
、
次
の
機

関
に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

�
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

　
　
　
　
☎
�
１
３
０
７

○
講
演
　
白
石
い
づ
み
氏
（
講
演
劇
家
、
劇

　
団
凪
座
長
）　

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
　
　
　
　
　
　
☎
�
１
６
１
３

日
　
　
時
　
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　

○
海
潮
忌

　
　
海
音
寺
潮
五
郎
は
１
９
７
７
年
12
月
1

　
日
76
歳
で
逝
去
。
そ
の
、
遺
徳
を
偲
び
偉

　
業
を
顕
彰
す
る
式
典
を
行
い
ま
す
。

○
銀
杏
文
芸
賞
、
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク

　
ー
ル
表
彰
式

○
表
彰
者
の
発
表

○
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
講
評

海
音
寺
潮
五
郎
記
念

「
海
潮
忌
・
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

○
銀
杏
文
芸
賞
選
者
鼎
談
　
　
　
　
　
　
　

　
歌
人
：
宮
原
望
子
先
生
・
伊
藤
一
彦
先
生

　
詩
人
：
岡
田
哲
也
先
生

募
集
人
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
11
月
６
日
（
水
）
～
22
日
（
金
）

申
込
方
法
　
　

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
大
口
図
書
館
　

☎
�
０
４
１
７
・
　
�
９
４
２
０

全
面
通
行
止
の
お
知
ら
せ

路
　
　
線
　
市
道
　
共
進
～
青
木
山
線

　
　
　
　
　（
伊
佐
市
菱
刈
川
北
）

通
行
止
の
理
由

　
旅
館
等
へ
の
給
湯
・
排
水
配
管
補
修
の
た

め期
　
　
間

　
11
月
11
日
（
月
）
～
12
月
27
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

地
域
総
務
課
総
務
振
興
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
１
６
０
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農産物直売所

大口里684-1☎29-5108 営9：00～18：00 年中無休大口里684-1☎29-5108 営9：00～18：00 年中無休

今
年
も
伊
佐
に

美
味
し
い
が

た
く
さ
ん
実
り
ま
し
た

今
年
も
伊
佐
に

美
味
し
い
が

た
く
さ
ん
実
り
ま
し
た

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
６
人
制
）

日
　
　
時
　
11
月
19
日
（
火
）
19
時
～

パ
ー
ト

▽
混
成
の
部
（
女
性
２
人
以
上
）

　
ネ
ッ
ト
　
２
ｍ
30 

cm

▽
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

　
ネ
ッ
ト
　
２
ｍ
20 

cm

参
加
料
　
ク
ラ
ブ
会
員
　

1
人
１
０
０
円

　
　
　
　
　
非
会
員
　
　
　
１
人
３
０
０
円

申
込
期
限
　
11
月
11
日
（
月
）

※
11
月
26
日
（
火
）
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
を
行
い
ま
す
。

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
ス
ポ
ー
ツ
大
会

交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

　
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
相
談
所
で
は
、
次
の
日
以
外
で
も
交
通
事

故
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
11
月
27
日
（
水
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所
　

　
交
通
事
故
相
談
所
（
鹿
児
島
県
庁
内
）

※
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
５
２
６

薬
剤
師
会
「
道
ば
た
の
薬
草
」
無
料

講
演
会

日
　
　
時
　
11
月
17
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

講
　
　
師

　
恵
谷
誠
司
氏
（
県
薬
剤
師
会
薬
事
情
報
セ

ン
タ
ー
所
長
）

問
い
合
わ
せ
先
　

伊
佐
市
薬
剤
師
会
事
務
局
　
☎
�
０
０
１
５

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
　
　
時
　
11
月
24
日
（
日
）
９
時
15
分
～

パ
ー
ト
　

○
混
成
の
部
（
女
性
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料
　
選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
期
限
　
11
月
15
日
（
金
）

〈
両
大
会
共
通
事
項
に
つ
い
て
〉

会
　
　
場

　
菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
伊
佐
市
文
化

会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
持
参
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

参
加
料
　
当
日
受
付
に
て
徴
収
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
�
６
３
２
０
・
　
�
０
９
８
１

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

オーダーメイドウッドデッキのある生活。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

　
毎
年
、
11
月
28
日
に
行
わ
れ
る
水
天
神
社

例
祭
は
、
諸
事
情
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
露
天
、
絵
馬
、
お
札
の
販
売
等
も
中
止

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　

総
務
課
広
報
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
６

日
　
　
時
　
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　
17
時
～
18
時
30
分

場
　
　
所
　
南
永
小
学
校
体
育
館

内
　
　
容

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
（
南
永
小
児
童
）、
マ
ン
ド

リ
ン
・
ギ
タ
ー
（
音
楽
館R

ain

）、
ロ
ボ
ッ

ト
楽
団
（
鹿
児
島
高
専
）

問
い
合
わ
せ
先
　
　

南
永
小
学
校
　
　
　
　
　
　
☎
�
３
９
８
０

下
手
水
天
神
社
の
例
祭
中
止

南
永
校
区
「
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
　
　
時
　
11
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分
～

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

　「
い
い
ん
だ
よ
」
は
魔
法
の
こ
と
ば

「
こ
ど
も
の
た
め
の
お
と
な
の
話
」

無
料
講
演
会

講
　
　
師

　
斉
藤
眞
人
氏
（
立
花
高
等
学
校
長
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

☎
０
８
０
・
３
９
７
１
・
７
２
１
８
（
田
中
）
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前田貴彦法律事務所
弁護士が直接

TEL:0995-55-7700　お気軽にお電話下さい♪

〒 899-5215 リブロックビル１階鹿児島県姶良市加治木町本町106

面談！！

要予約

相続　借金　離婚　交通事故
借地借家問題　刑事事件　など

初回相談料 3   分無料！！30

広告

アスパラギン酸が生の２００倍も豊富

URL://Amazon.co.jp手 づくりのマテリア霧島
薩摩黒にんにく

伊佐総代理店　代表  西 秀雄
〒8 95-2511 伊佐市大口里西本町（ N&H）
Tel.0995-22-6204 fax.22-6232

血栓・免疫・代謝・抗癌・血圧・五臓六腑
眼・膝・腰・肩・脂肪・乳酸栄養植物素材

（黒にんにくパワーで貴方の健康を取り戻しませんか）

無添加

　
市
の
奨
学
金
は
、
こ
れ
ま
で
入
学
後
に
申

請
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26

年
度
か
ら
入
学
前
に
申
請
受
付
（
予
約
制
）

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
込
書
配
布
期
限
　
12
月
27
日
（
金
）

申
込
書
提
出
期
限
　
　

　
平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）

奨
学
生
内
定
通
知
　
平
成
26
年
３
月
予
定

在
学
証
明
書
の
提
出
期
限
　
　

　
平
成
26
年
４
月
30
日
（
水
）

平
成
26
年
度
伊
佐
市
奨
学
生
募
集

資
　
　
格

　
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
（
短

期
大
学
及
び
大
学
院
を
含
む
。）
ま
た
は
修

業
年
限
２
年
以
上
の
教
育
施
設
も
し
く
は
養

成
所
等
に
在
学
す
る
品
行
方
正
、
学
業
優
秀
、

心
身
良
好
な
学
生
で
、
そ
の
保
護
者
が
本
市

に
在
住
し
、
か
つ
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
人

貸
付
金
額
（
月
額
）

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年

　
生
ま
で
）
ま
た
は
教
育
養
成
所
等
の
高
等

　
課
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校
（
４
・
５
年
生
）、
大
学

　
ま
た
は
教
育
養
成
所
等
の
専
門
課
程

　
５
万
円
以
内

貸
付
期
間

　
奨
学
生
に
決
定
し
た
と
き
か
ら
、
そ
の
者

の
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

を
終
了
す
る
月
ま
で

貸
付
金
の
返
済
（
無
利
子
）

　
卒
業
後
12
年
以
内
償
還
（
１
年
据
置
）

申
込
書
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）、
大

口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
課

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
６
３

　
平
成
26
年
度
４
月
か
ら
、
入
園
を
希
望
す

る
人
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
３
歳
児
　
平
成
22
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
４
歳
児
　
平
成
21
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
５
歳
児
　
平
成
20
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間
　
８
時
～
17
時

　
大
口
東
小
校
区
外
の
子
ど
も
も
入
園
で
き

ま
す
。
見
学
・
体
験
入
園
も
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
東
幼
児
学
級
　
　
　
　
☎
�
６
１
４
５

大
口
東
幼
児
学
級
園
児
募
集

　
11
月
８
日
は
『
い
い
歯
の
日
』
で
す
。

“
８
０
２
０
”
達
成
者
の
募
集

　
伊
佐
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
次
の
と
お
り

８
０
２
０
達
成
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
も

つ
80
歳
以
上
の
人
（
過
去
に
受
賞
さ
れ
た
人

は
除
き
ま
す
）

審
査
方
法

　
審
査
期
限
ま
で
に
伊
佐
市
歯
科
医
師
会
に

所
属
す
る
歯
科
医
院
で
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。（
検
診
料
は
無
料
で
す
）

審
査
期
限
　
11
月
16
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
う
き
歯
科
医
院
　
　
　
　
☎
�
４
４
８
３

健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
２

募
　
　
集

「
中
央
通
り
商
店
街
が
開
く

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

開
催
日
　
11
月
15
日
（
金
）
～
17
日
（
日
）

　
中
央
通
り
商
店
街
十
数
店
舗
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
各
店
舗
商
品
に
関
す
る
講
座
を

用
意
し
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
17
日
は
13
時
か
ら
商
店
街
駐
車
場

に
お
い
て
「
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
通
り
青
年
会☎

�
０
３
０
２
（
オ
ニ
ツ
カ
）

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
２

中
央
通
り
商
店
街
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
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誕
　
生

 

（
９
月
12
日
～
９
月
26
日
受
付
分
）

有
川
　
快か
い
せ
い生
（
雄
也
・
西
本
町
）

石
川
　
瑛え
い
と翔
（
希
昴
・
山
田
中
原
）

柏
原
　
柚ゆ
ず
き紀
（
幸
紀
・
楠
原
下
）

栗
巣
　
幹き
し
ん晨
（
博
之
・
平
出
水
中
央
）

早
水
　
理り

く玖
（
悠
樹
・
郡
山
）

向
原
　
旺お
う
し志
（
大
志
・
水
ノ
手
）

森
満
　
奨し
ょ
う
と斗
（
優
介
・
中
央
）

岡
　
琥こ
は
く珀
（
雄
一
郎
・
大
島
南
）

（
９
月
２
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

一
　
幸
子
　
　
　
　
81
　（
原
田
）

井
上
　
伊
知
郎
　
　
86
　（
稲
荷
町
）

内
野
　
ハ
ル
子
　
　
88
　（
里
町
）

緒
方
　
一
男
　
　
　
79
　（
木
ノ
氏
）

北
野
　
敏
明
　
　
　
80
　（
戸
切
）

木
本
　
ワ
イ
　
　
　
89
　（
西
本
町
）

久
保
田
　
淳
一
　
　
77
　（
大
田
）

小
原
野
　
ハ
ツ
ヱ
　
91
　（
大
口
病
院
）

島
畑
　
貴
幸
　
　
　
47
　（
永
尾
）

八
反
田
　
美
代
　
　
46
　（
篠
原
）

吉
海
　
裕
子
　
　
　
73
　（
水
ノ
手
）

脇
田
　
巽
　
　
　
　
85
　（
中
戸
切
）

　
　

「秋は実りの季節です。」【今月の表紙】
山
野
地
区

下
山
野
　
正
信
　
　
72
　（
平
原
）

中
島
　
タ
ミ
子
　
　
74
　（
布
計
）

羽
月
地
区

内
山
　
ハ
ル
子
　
　
72
　（
髙
津
原
）

髙
津
原
　
正
士
　
　
73
　（
髙
津
原
）

牟
田
島
　
妙
子
　
　
86
　（
鳥
巣
下
）

西
太
良
地
区

作
道
　
明
　
　
　
　
92
　（
土
瀬
戸
）

小
路
　
亨
　
　
　
　
83
　（
西
方
）

二
之
形
　
昭
男
　
　
84
　（
馬
場
）

鹿児島第一中学校 高等学校 〒899-4345   霧島市国分府中214番地 

ＴＥＬ 0995（46）4608 

 

http://k-daiichi.jp/ 

 スクールバス ☞ 大口コース（大口ふれあいセンター発・菱刈中学校前経由）運行中！ 

受験生と 

保護者の 

ための！ 

広告

前
田
　
ケ
サ
オ
　
　
84
　（
城
下
）

菱
刈
地
区

井
手
　
俊
雄
　
　
　
85
　（
楠
原
上
）

神
田
　
喜
六
　
　
　
80
　（
楠
原
下
）

瀨
戸
口
　
ヒ
デ
　
　
97
　（
花
北
下
）

田
之
上
　
ク
サ
エ
　
83
　（
田
中
上
）

西
田
　
俊
秀
　
　
　
67
　（
花
北
下
）

宮
里
　
ノ
ブ
エ
　
　
90
　（
小
路
）

山
神
　
ト
ヨ
　
　
　
82
　（
重
留
南
）

山
口
　
満
男
　
　
　
85
　（
山
田
中
原
）

吉
永
　
マ
チ
子
　
　
96
　（
下
名
）

　鹿児島県最低賃金は県下すべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の産業に該当する
場合は、当該最低賃金も適用されます。

問い合わせ先　鹿児島労働局賃金室　  ☎０９９・２２３・８２７８

（平成 25 年 10 月 27 日改正）
鹿児島県の最低賃金が時間額６６５円に !!

使用者も
労働者も

必ずチェック

　やっぱり新米はおいしいですね。
先月は、市内６直売所で新米まつ
りが行われ、市内外からたくさん
のお客さまで賑わいました。
　また、今月３日まで鹿児島市の

「ドルフィンポート」でも、新米
の試食販売や新鮮野菜の直売会が
あり、実りの秋は「伊佐」のため
にあるような季節です。
　市の公認キャラクター「イーサ

キング様」も、「ゆるキャラグランプリ」エントリー中でお
忙しいにもかかわらず、秋のイベント参加や新米収穫のお手
伝いまで休みなしの活躍です。「ゆるキャラグランプリ」の
投票も 11 月 8 日まで。毎日 1 回の投票をお忘れなく！
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人口のうごき

H25.10. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,810 人　  （－   26）
　男　　13,329 人　  （－     ８）
　女　　15,481 人　  （ －     18）
世帯数　14,149 世帯  （ ＋    ２）

◆ ◆

　
市
制
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
役
所
の
業

務
の
こ
と
だ
け
で
も
、
仕
事
の
進
め
方
の
違
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
積
み
残
し
て
き
た
課
題
の

解
決
、
新
し
い
同
僚
と
の
緊
張
の
出
会
い
な
ど
、

戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆

さ
ん
も
、
立
場
の
違
い
で
「
合
併
」
に
対
す
る

考
え
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

皆
さ
ん
「
ま
ち
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
で
進

ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
9
日
（
土
）
の
記
念
式
典
に
向
け
た
準

備
の
た
め
に
、
広
報
係
に
保
存
さ
れ
て
い
た
5

年
間
の
記
録
写
真
を
整
理
し
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
と
感
じ
る
私
の
５
年
間
に
、
笑

い
や
涙
の
出
来
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
今
日
か
ら
ま
た
時
間
は
過
ぎ
て
、
次
の
節
目

に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
も
悲
し

い
こ
と
も
写
真
や
映
像
で
残
し
て
い
き
ま
す
。

一
人
の
５
年
で
は
な
く
、
出
会
っ
た
皆
さ
ん
の

５
年
に
も
立
ち
会
え
た
素
晴
ら
し
い
経
験
を
振

り
返
り
、
感
傷
的
に
な
っ
て
い
た
私
に
、
容
赦

な
く
仕
事
の
電
話
が
入
り
ま
す
。
し
み
じ
み
す

る
の
は
も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.lg.jp

　
介
護
に
お
わ
れ
、
好
き
だ
っ
た
庭
イ
ジ
リ
も
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
の
終
わ
り
、
ふ

と
庭
を
見
て
み
る
と
、
雑
草
だ
ら
け
の
庭
に
チ
ラ

ほ
ら
小
さ
な
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
草
だ
ら
け

の
庭
も
見
方
を
変
え
れ
ば
そ
れ
な
り
の
景
色
で
す
。

除
草
剤
で
も
か
け
て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
結
局
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。
だ
ん

だ
ん
寒
く
な
っ
て
、
草
さ
え
生
え
な
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
…
。
そ
れ
も
少
し
さ
び
し
い
気
が
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
大
口
　
ト
ト
ロ
　
50
代
）

　
ガ
タ
ガ
タ
ゴ
ト
ゴ
ト
と
猛
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
サ
イ
レ
ン
の
音
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

消
防
隊
員
の
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
命

が
あ
っ
て
母
の
介
護
も
最
後
ま
で
看
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

関
係
の
方
の
記
事
で
「
人
の
命
に
県
境
は
な
い
」

と
読
み
、
心
か
ら
あ
り
が
と
う
と
お
礼
を
言
い
た

い
で
す
。　 

　 

（
大
口
東
　
陵
線
の
霧
子
　
70
代
）

わが家にある昭和 47 年「太
陽国体」カヌー競技の優勝記
念手ぬぐい。2020 年湯之尾
会場で歓喜の声をあげたいな。
（山野　子ども好き　80 代）

　「
ト
ト
ロ
」
さ
ん
、
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
か
ら
、
庭
は
冬
の
雑
草
た
ち
に
お
任
せ
し

て
、
家
の
中
に
花
一
輪
い
か
が
で
し
ょ
う
。
介
護

も
大
変
で
し
ょ
う
が
、
ご
自
身
の
お
体
も
大
切
に

な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。




